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JEHC指針の計画時からの適用事例
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　本連載講座は、業務用電化厨房にふさわしい換気設計手法の確立を目指して、10年近くに及ぶ必要換
気量の研究知見に基づく換気設備設計指針の策定と、その指針の適用事例を全 3回にわたって紹介する
ものである。第 3回（最終回）は、2017 年 2月に制定された、日本エレクトロヒートセンター「業務
用電化厨房施設の換気設備設計指針（JEHC103-2017）」を計画時から適用した厨房を紹介する。

1．　はじめに

前回 1）は、必要換気量の実験データの蓄積に基づ
いて 2017 年 2 月に制定された、日本エレクトロヒー
トセンター「業務用電化厨房施設の換気設備設計指針

（JEHC103-2017）（以下、JEHC 指針）」の概要とともに、
指針の適用範囲に含まれる既設の厨房にて、換気ファ
ンのインバータ（予めインバータを設置していない物
件には後付け）によって、換気量を小さくして実施し
た実証の結果を紹介した。実証結果より、JEHC 指針
の換気量に設定しても厨房内における結露発生などの
実用上の問題が生じないことが確認できた。

電力中央研究所では、我孫子地区（千葉県我孫子市）
に新本館を建設することとなり、そのなかに 1 回当た
り 200 食規模の職員食堂厨房を設けることになった。

そこで、職員食堂厨房の換気設計は、JEHC 指針に基
づいて実施した。

第 1 回 2）と第 2 回 1）に引き続き、第 3 回（最終回）
は、JEHC 指針を計画時から適用した第 1 号物件であ
る、電力中央研究所 我孫子地区新本館の職員食堂厨
房の事例を紹介する。

2．　建物概要

電力中央研究所我孫子地区新本館は、研究者間のコ
ミュニケーションの活性化を目指して、複数の研究棟
に分散していた執務空間を集約した。図 1に新本館の
外観、表 1に建物概要を示す。建物は研究棟（執務室、
4 階建）とカンファレンス棟（平屋建）で構成されて
いる（図 2）。職員食堂厨房は研究棟 1 階に位置する。
研究棟の 2～4 階には中央部に 3 層の吹き抜けがあり、

表 1　建物概要

図 1　建物外観


